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研究成果の概要（和文）：１）歴史的建造物の修理用資材の需要量及び品質に関する調査；歴史的建造物を対象
に使用部材の規格、品等、数量について調査を行った。２）使用部材樹種判定；木片の細胞構造を用いた手法に
よる樹種判定技術の開発を進め、微量の試料からの精度向上を図った。３）代替材に夜修理技術の評価；こけら
葺きの屋根資材として資源の枯渇が懸念されているサワラを対象として、スギ人工林材との比較実験を行った。
４）歴史的建造物の重要性の評価；伝統的建造物群を対象に、地域全体の景観としての評価を行った。５）修理
用資材の供給可能量に関する調査；木曽ヒノキ天然林において天然更新状況のサンプリング調査を実施して将来
の供給可能量を評価した。

研究成果の概要（英文）： This research project is an interdisciplinary study between forest science 
and preservation science for cultural properties. Our researches are conducted from demand side of 
wooden cultural buildings and supply side of forest recourses management. These study objectives are
 to support described maintenance of the wooden structures, to provide information on forest 
resources as well as to propose management solutions in order to continuously maintain important 
cultural property.
1)Material investigations of wooden cultural buildings are conducted at fundamental repairing sites.
 We demonstrated that those historical buildings are constructed using high aged wooden materials.2)
We investigated strength of old lumber of wooden cultural buildings and obtained quantitative data.
3)We researched on literature of wooden cultural buildings and demonstrated that large scaled high 
quality timbers are used in many buildings

研究分野： 森林科学
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１． 研究開始当初の背景 

日本文化を象徴する歴史的木造建造

物とその技術を未来に継承するため

に、歴史的木造建造物の維持に必要な

木材や茅などの植物性資材を安定的

に確保するための要件を明らかにす

る。これまで資材を使用する修理技術

者と供給する森林管理者との間の情

報交換が十分でないために、どのよう

な樹木を育てればよいかが森林側に

伝えられていなかった。これまで平成

23 年～25 年度に「文化的価値のある

伝統的木造建造物を維持するための

植物性資材確保の基礎的要件の解明」

を展開し、歴史的建造物の保存に必要

な資材の需要量および規格、品等、数

量を推定し、一般建築に用いられるこ

との少ない大径材や高品位材、特殊材

及び檜皮材料について調査を行い、使

用する側の視点から特に確保の困難

な長尺大径材の使用事例、解体修理中

の建造物調査から歴史的建造物に使

用されている植物性資材の樹種別使

用量および品質、部材の経年変化につ

いての知見を得ている。また、使用さ

れていた古材の樹種判定システムの

精度向上、天然資材の枯渇に備え、文

化的な価値を損なわない範囲で使用

する資材の材種や規格を他の天然性

資材に置き換えて、外観の変化や劣化

の程度について評価した。供給側の視

点からは木曽ヒノキ天然林およびス

ギ長伐期人工林について調査を行い、

森林資源の現存状況と将来予測から

長期的な供給能力を評価した。 

 

２．研究の目的 

  歴史的建造物を維持するために必要な

資材の数量・品質を明らかにすること。

森林側から見た植物性資材の供給可能

量を明らかにすること。森林育成のあ

り方、資材流通システム、木材消費構

造について解析すること。歴史的木造

建造物用資材の使い方について文化財

維持の立場から実験と検討を行うこと

を研究の課題とした。 

３．研究の方法 

1) 今後見込まれる歴史的建造物の維持用

資材の樹種別の需要量および規格、品

等、数量をより精度を向上させて予測

する。具体的には標準的な歴史的建造

物の解体修理の現場から資料を収集す

るととともに過去の修理実績報告書か

ら修理用資材の樹種別の数量、規格、

品質に関する情報を収集する。また、

修理に伴う取替材を使用して劣化の程

度とその要因について解析を行う。 

2) 建造物に使用されている部材の樹種を

より精度高く判定するための技術を開

発する。具体的にはより微細な木片か

ら細胞構造にもとづく信頼度の高い樹

種判定システムを構築する。さらに、

文化財への影響を配慮した光学的手法

による非接触型の樹種判定システムを

開発する。 

3) 天然資材の枯渇に備えて、文化的な価

値を損なわない範囲で使用する資材の

材種や規格を他の天然性資材に置き換

えて、外観の変化や劣化の程度につい

て評価する。具体的には、長伐期人工

林間伐を用いた補修用資材使用やサワ

ラに代わるスギ人工林材の屋根葺きを

実験評価する。 

4) 歴史的建造物の維持を図る観点を点か

ら面へと拡大するために、文化的景観

および伝統的建造物群の保存・修理を

視野に入れ、資材確保の立場から検討

を加える。具体的には、伝統的建造物

による景観維持の重要性について明ら

かにするとともに、大径材を使用した

長寿命住宅の普及による森林管理体制



への影響、すなわち木材使用法の変化

が人工林の長伐期化に繋がる可能性に

ついて事例調査により明らかにする。 

5) 天然林の更新状況、樹幹形、木材流通

および長伐期人工林の施業方法につい

て現地調査を行い歴史的建造物の維持

用資材の長期的な供給可能性を明らか

にする。具体的には歴史的建造物で最

も使用量の多いヒノキ天然林の後継樹

の確保について検討するとともに、安

定供給に限界がある天然木の代替材と

なる人工林についても調査を行い、施

業上の問題点及び生産される木材の品

質、強度、劣化についての評価を行う。

さらに、資源の枯渇が懸念されている

ヒノキ、アカマツ、サワラ、ケヤキを

対象に高品位材について流通調査を実

施する。 

6) 木材及び植物性資材を生産する森林の

立場からより広く問題を捕らえるため

に、社寺の所有する森林や山村地域の

コミュニティを対象として資材確保と

技術伝承の観点から事例研究を行い、

地域の歴史的建造物を維持するための

仕組みを明らかにする。 

7) 中国、韓国など我が国の歴史的建造物

に強い影響を与えてきた建造物の維持

について、同様に植物性資材の安定的

確保の視点から情報を収集したうえで、

解析を行う。 

8) 文化財建造物の維持のために健全な森

林の維持と大径材を使用する社会シス

テム構築が必要であることを明らかに

し、社会に情報を発信するため前述の

ホームページの内容を充実し、一般社

会からの情報収集装置として機能の向

上を図る。 

 
４．研究成果 
  

１） 歴史的建造物の修理用資材の需要

量及び品質に関する調査；東京都、埼玉

県、岩手県における歴史的建造物を対象

に現地調査を実施し、使用部材の規格、

品等、数量について調査を行った。 

２） 使用部材樹種判定；歴史的建造物の

使用樹種をよりより正確に判定するた

めに、木片の細胞構造を用いた手法によ

る樹種判定技術の開発を進め、微量の試

料からの精度向上を図った。長野県にお

いて、百年以上経過した味噌蔵の構成部

材を光学顕微鏡により木片の細胞構造

を観察する手法で樹種を明らかにした。 

３） 代替材に夜修理技術の評価；こけら

葺きの屋根資材として資源の枯渇が懸

念されているサワラを対象として、スギ

人工林材を使用した屋根との比較実験

を行った。木曽地域から伐採したサワラ

天然木、秩父地方で育成されている 80

年生サワラ人工林材、秋田・宮崎地域の

人工林から生産されるスギ間伐材を使

用して実際に屋根を葺き、人工劣化、暴

露実験等を行い長期的な劣化の程度を

評価した。 

４） 歴史的建造物の重要性の評価；伝統

的建造物群保存地区として既に指定さ

れている伝統的建造物群を対象に、地域

全体の景観としての評価を行った。 

５） 修理用資材の供給可能量に関する

調査；長野県上松町木曽ヒノキ天然林に

おいて天然更新状況のサンプリング調

査を実施して将来の供給可能量を評価

した。また、天然更新と環境因子との関

係を明らかにした。天然更新後およそ 30

年を経過した森林においては、斜面傾斜

20～35度、斜面方位北向きで天然更新の

成績が良いと言う結果が得られた。その

理由としては、適度な乾燥と積雪による

寒害防御が更新を促進させると考えら

れるからである。また、上層を形成する

親木の密度と更新木密度の関係から、種



子供給量よりも、種子定着後の光環境の

方が更新状況に強い影響を与えている

ことが明らかになった。 

６） 山村地域のコミュニティ調査；宮城

県において集落の聞き取り調査を行い、

地域の歴史的建造物の維持保全状況を

分析した。 

７） 京都府において過去に檜皮採取を

行った樹木の木材市場における販売価

格を調査し、過去の檜皮採取を行わなか

った木材と比較することによって若干

の影響があることを確認した。 

８） ホームページの機能向上；文化財建

造物の維持のため健全な森林の維持と

大径材を使用する社会システム構築が

必要であることを伝えるための機能向

上を行った。 
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